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はじめに 

戸田公園駅西口駅前地区は、本市の都市計画に関する基本的な方針で

ある「第２次戸田市都市マスタープラン（改定版）」において、当地区は

拠点商業地と位置付けています。商業地域への用途地域の変更に併せて、

「戸田公園駅西口駅前地区まちづくり構想」で目指す拠点商業地にふさ

わしい良好な地区環境を形成するため、まちづくりのルール「戸田公園駅

西口駅前地区地区計画」を定めました。 

この地区計画は、みなさんが建物を建てる際等に一定の基準を守って

いただくことにより、まちづくり構想で定めた取組み方針「誰もが安心・

安全に過ごすことができる、にぎわいと暮らしやすさの調和がとれたま

ち」を実現していくために定めたものです。 

この手引には、地区計画の内容や届出の手続についてまとめておりま

すので、趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 
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 １ 地区計画の届出 

戸田公園駅西口駅前地区地区計画区域内において、土地の区画形質の

変更、建築物の建築等の行為を行う場合には、届出が必要になります。 

この「届出制度」は、建築等の行為が地区計画の内容に沿って行われる

ように規制・誘導していくための手段で、大変重要な届出行為です。 

地区計画区域内で下記の行為を行う場合には、工事着手 30 日前まで

に（建築確認申請に先立って）届出をしていただきます。届出の内容が地

区計画に適合していない場合は、適合していただくよう市長が勧告いた

します。 

 

届出を必要とする行為 内 容 

１ 土地の区画形質の変更 土地の区画の変更、整地、宅地造成等 

２ 建築物の建築 建築物の新築、増築、改築又は移転 

（建築物に附属する門又は塀を含む。） 

３ 工作物の建設 擁壁、広告塔など工作物の建設 

４ 建築物等の用途の変更 建築物等の用途変更 

（用途変更後の建築物等が地区計画で定め

られた用途に適合しないこととなる場合に

限ります。事前相談でご確認ください。） 

※ 届出を必要としない行為 

・ 通常の管理行為、簡易な行為等で一定のもの（仮設のもの等） 

・ 非常災害のため必要な応急処置として行う行為 

・ 国又は地方公共団体が行う行為 

・ 都市計画事業又はこれに準ずるものとして行う行為で一定のもの 

・ 都市計画法第 29条第１項の規定による許可を要する開発行為等  
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 ２ 届出の手続 

○ 届出の時期 

工事（行為）着手の 30 日前までに、届出書（地区計画区域内における

行為の届出書）を提出してください。 

＜届出の流れ＞ 

 

○ 届出先 

戸田市 都市整備部 まちづくり区画整理室 

管理・換地計画担当 

TEL 048-441-1800 

 

○ 届出に必要な書類 

「地区計画の区域内における行為の届出書」 ２部（正・副） 

「添付図書」     ２部（正・副） 

※届出書はまちづくり区画整理室の窓口又はホームページをご参照

ください。 

 

○ 変更届出 

届出内容（設計又は施行方法）を変更、取りやめ・取下げをする場合

には、変更に係る行為に着手する30 日前までに、変更届出書、取りや

め・取下げ届出書を提出してください。  
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○ 届出書の書き方 

届出書の記入については、次の例を参考としてください。 
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○ 添付図書 

・ 添付図面一覧 

行為の種別 添付図面 縮尺 備考 

土地の区画

形質の変更 

位置図 1/2,500 以上 行為の場所を表示する図面（案

内図） 

公図 1/500 法務局備付の図面 

区域図 1/1,000 以上 当該行為を行う土地の区域並び

に当該区域内及び当該区域周辺

の公共施設を表示する図面 

設計図 1/100 以上 平面図及び断面図 

建築物の建

築又は工作

物の建設 

・ 

建築物等の

用途の変更 

位置図 1/2,500 以上 行為の場所を表示する図面（案

内図） 

公図 1/600 法務局備付の図面 

配置図 1/100 以上 敷地内における建築物又は工作

物の位置を表示する図面 

求積図 - 敷地面積、建築面積、延べ面積そ

の他特定の用途に供する床面積

を表示する図面 

平面図 1/100 以上 建築物にあっては各階平面図 

（断面図の切断位置を表示） 

立面図 1/100 以上 2 面以上の立面を表示する図面 

断面図 1/100 以上 2 面以上の断面を表示する図面 

垣又は柵の

構造詳細図 

1/50 以上 設置する垣又は柵の立面及び断

面を表示する図面 

 

・ 必要に応じて提出が必要な添付書類一覧 

提出が必要な場合 添付書類 

代理人による届出の場合  委任状 

地区計画策定以前から敷地面積が 200 ㎡未満の場合 土地登記事項証明書

の写し 
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 ３ 関連する制度及び手続 

○ 建築確認申請 

建築確認申請が必要となる場合については、建築確認申請前に地区計

画の届出（地区計画区域内における行為の届出）を行ってください。 

また、建築確認申請時に勧告しない旨の通知（地区計画の適合通知書）

の写しを添付してください。 

○ 戸田市宅地開発事業等指導条例に基づく手続 

戸田市宅地開発事業等指導条例の適用を受ける建築行為にあっては、

事業計画適合通知書を受けた後、地区計画の届出を行ってください。 

○ 都市計画法第 29条第１項の規定による開発行為の許可申請 

都市計画法第 29条第１項の規定による開発行為（区域面積 500 ㎡

以上のもの）にあっては、地区計画の届出は必要ありません。法に基づ

く開発行為の許可申請の中で、地区計画についても審査されます。 

○ 垣又は柵に関する補助制度 

・ 戸田市地区計画区域内生け垣設置補助制度 

地区計画の区域内（垣又は柵の制限を行う区域）で地区計画に基

づいて生け垣（長さ２ｍ以上）を設置する場合は、一定の補助が受

けられます。申請等の手続について、詳しくはまちづくり区画整理

室にお問い合わせください。 

・ 戸田市ブロック塀等撤去・築造等事業支援補助制度 

倒壊の恐れのあるブロック塀等を撤去する場合は、一定の補助が

受けられます。申請等の手続について、詳しくは危機管理防災課に

お問い合わせください。 
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 ４ 地区整備計画   令和６年４月１日（戸田市告示第１４０号） 

位 置 戸田市本町４丁目の一部 

面 積 約 2.９ha 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の用途

の制限 

 

１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第

２条第１項第１号から第４号まで及び第２条第６項に該

当する営業の用に供する建築物は建築してはならない。 

  ただし、同条第 1 項第４号のうち、麻雀は制限しない。 

２ 計画図に表示する駅前交通広場及び都市計画道路に接

する敷地にある建築物の１階部分のうち、当該道路等に

面する部分は、全て商業・業務系の用途とする。 

  ただし、すでに居住の用に供している建築物について

は、この限りでない。 

  また、玄関・出入口ホール、階段、車庫・物置・駐車場

及びその他管理・防犯上１階部分に必要なものは除く。 

建築物の敷地面

積の最低限度 

 

２００㎡ 

ただし、基準時（地区計画の都市計画決定時）に、既に

上記未満の面積となっている場合は、この限りではない。 

垣又は柵の構造

の制限 

 

道路（地区内全域）に面して設置する垣又はさくの構造

は、生垣又はフェンスなどに類するものとする。 

ただし、フェンス等の基礎に用いる補強コンクリートブ

ロック及びこれに類するものの高さが０．６ｍ以下のもの

にあっては、この限りではない。 
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地区整備計画図  
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【（１）建築物の用途の制限】 

目 的 

地区として好ましくないと思う店舗や施設が建築できないように

すること、商業拠点としての賑わいの創出を図ることを目的とします。 

 

 

 

 

 

 

解 説 

１ 用途の制限について 

 

 

 

 

 

２ 用途の限定について 

○ 地区計画の告示日との関係 

地区計画の当初決定告示日の時点で、既に居住の用に供している場合 

→同じ用途で同規模であれば、地区計画の規定の適用を除外し、建て

替えが可能です。 

 

１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項

第１号から第４号まで及び第２条第６項に該当する営業の用に供す

る建築物は建築してはならない。ただし、同条第 1項第４号のうち、

麻雀は制限しない。（用途の制限） 

２ 駅前交通広場及び都市計画道路に接する敷地にある建築物の１階

部分のうち、当該道路等に面する部分は、全て商業・業務系の用途

とする。ただし、すでに居住の用に供している建築物については、

この限りでない。 

  また、玄関・出入口ホール、階段、車庫・物置・駐車場及びその

他管理・防犯上１階部分に必要なものは除く。（用途の限定） 

性風俗特殊営業及び風俗営業の建築を 

制限します。 

ただし、風俗営業のうち、麻雀、ゲーム 

センターは制限しません。 
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【（２）建築物の敷地面積の最低限度】 

目 的 

建築物の密集による建て詰まり等の発生や敷地の細分化を防ぐこ

とを目的とします。 

 

 

 

 

 

解 説 

○ 地区計画の告示日との関係 

・地区計画の当初決定告示日に、建築物の

敷地として使用されていた場合 

・地区計画の当初決定告示日の所有権等の

権利に基づいて、その土地の全部を一の

建築物の敷地として使用する場合 

 

○ 建築物の敷地が区域内外にわたる場合の考え方 

区域内にかかる敷地において制限が適用されます。 

 

  

敷地面積が200㎡未満

でも建築できます。 

（細分化をしての建築は

できません。） 

200 ㎡ 

ただし、基準時（地区計画の都市計画決定時）に、既に上記未満の

面積となっている場合は、この限りではない。 
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【（３）垣又は柵の構造の制限】 

目 的 

防犯や交通安全の観点から視認性を確保すること及び災害時にお

けるブロック塀・万年塀等の倒壊を防ぐことを目的とします。 

 

 

 

 

 

解 説 

○ 「道路に面する垣又は柵」 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「垣又は柵の構造について」 

 

  

ブロック 
0.6ｍ以下 

生け垣 コンクリートブロック 

道路（地区内全域）に面して設置する垣又は柵の構造は、生垣又はフェンス

などに類するものとする。 

ただし、フェンス等の基礎に用いる補強コンクリートブロック及びこれに類

するものの高さが０．６ｍ以下のものにあっては、この限りではない。 

フェンス 



 

 

 

戸田市 都市整備部 まちづくり区画整理室 

〒335-8588 戸田市上戸田一丁目 18 番１号 

TEL 048-441-1800 

令和６年４月発行（初版） 


